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第３期秋田県がん対策推進計画の中間評価と見直しについて

１ 背景

（１）第３期秋田県がん対策推進計画の位置づけ

「第３期秋田県がん対策推進計画」（以下「本計画」という。）は、がん対策基本法

第 12 条第１項に規定する都道府県がん対策推進計画であり、本県のがん対策を総合的

かつ計画的に推進するための基本的な指針である。

※本計画の期間：平成 30 年度から令和５年度まで（６年間）

（２）中間評価と見直しについて

本計画において、「中間年度の中間評価を行い、必要に応じて計画の見直しを行う」

としていることから、令和２年度に目標達成度の検証や評価を行い、令和３年度から

の計画後半に向けた見直しを行う必要がある。

２ 中間評価と見直しのポイント

本計画では、「がん患者を含めた県民の視点に立ったがん対策の実施」、「総合的かつ

計画的ながん対策の実施」及び「県民の参加と関係者の連携・協力によるがん対策の

実施」を基本方針とし、「がん予防」、「がん医療の充実」、「がんとの共生」及び「基盤

の整備」の４分野における分野別の施策と個別目標を定めている。

本計画の見直しに当たっては、個別目標の 135 指標における目標達成度を検証・評

価するとともに、法改正等による状況の変化※１を踏まえた上で、今後取り組むべき方

向性を明らかにする。

本計画の見直し内容を、医療計画に反映させる。

※１ 法改正等による状況の変化

【がん予防（１次予防）】

○ 改正健康増進法（平成 30 年 7 月公布、令和 2年 4月 1日全面施行）

○ 秋田県受動喫煙防止条例（令和元年 7月公布、令和 2年 4月 1日全面施行）

【がん医療の充実（拠点病院等）】

○ がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針（平成 30 年 7月改正）

【がんとの共生（緩和ケア研修会）】

○ がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針（平成 30 年

4 月 1日適用、平成 30 年 5月 9 日最終改正）

【基盤の整備（がん教育）】

○ 平成 29 年度～「がん教室実施要項」（教育委員会）

○ 新学習指導要領（小学校 R2 年度～、中学校 R3 年度～、高等学校 R4 年度～）
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３ スケジュール

【Ｒ元年度】

２月３日 「秋田県健康づくり審議会がん対策分科会」

・中間評価の内容等について

【Ｒ２年度】

４月～１０月

１１月２４日

１２月１日

～１２月３１日

１月２２日

２月

３月中旬

３月下旬

・データの収集、現状値の更新

・必要に応じて指標や目標値等の修正案を作成

「秋田県健康づくり審議会 第１回がん対策分科会」

・中間評価について

・中間見直し版（素案）について

・パブリックコメント

・関係機関への意見照会

「秋田県健康づくり審議会 第２回がん対策分科会」

・中間評価について

・中間見直し版（案）について

「秋田県議会福祉環境委員会」

・中間評価と見直しについて

「秋田県健康づくり審議会」

・中間評価と見直しについて

「第３期秋田県がん対策推進計画 中間見直し版」成案

【Ｒ３年度】

４月１日～ 「第３期秋田県がん対策推進計画 中間見直し版」施行



乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における
医師の立会いを不要とする見直しについて

令和２年12月25日 第77回社会保障審議会医療部会 資料４



乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における医師の立会いを不要とする見直しについて
【令和２年地方分権改革に関する提案募集に対する地方からの提案】

１

１．提案事項

乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における医師の立会いを不要とする見直し

２．具体的な支障事例

診療放射線技師法上、乳がんマンモグラフィ検診は医師の立会いがなければ実施できないが、地域によっては医師不足
等により立会い医師の確保が難しく、検診実施の支障となっている。

３．求める措置の具体的な内容

地元医師会等と連携し医師に確認できる連絡体制が十分担保されている場合には、市町村が実施する集団乳がんマ
ンモグラフィ検診についても、胸部エックス線撮影と同様、医師の立会いがなくても実施できるようにすること。

４．制度改正による効果

医師が確保できない地域においても、検診回数を増やすことが可能となり、がん検診の受診率向上に寄与し、がんの早
期発見・早期治療につながる。

※提案団体：兵庫県、滋賀県、京都府、大阪府、和歌山県、鳥取県、京都市、堺市、西脇市、川西市、三田市、たつの市、神河町、佐用町、新温泉町

５ 義務付け・枠組みの見直し等
【厚生労働省】
（18 ）診療放射線技師法（昭26法226）

集団で行う乳がん検診における乳房エックス線検査については、医師の立会いを不要とする方向で検討し、令和２
年度中に結論を得る。その結果に基づいて必要な措置を講ずる。

令和２年地方分権改革に関する提案募集に対する地方からの提案

令和２年の地方からの提案等に関する対応方針（令和２年12月18日閣議決定）



 平成26年６月 「診療放射線技師法」の改正

 平成28年２月 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」の改正

 病院又は診療所以外の場所で多数の者の健康診断を一時に行う場合において診療放射線技師がエッ
クス線を照射するときは、すべて医師又は歯科医師の立ち会いが必要であったが、胸部エックス線検査のた
めのエックス線の照射については、医師又は歯科医師の立ち会いを求めないこととした。

 一方で、乳房エックス線検査のためのエックス線の照射については、当時の「がん予防重点健康教育及び
がん検診実施のための指針」において、肺がん検診と異なり、乳がん検診の検診項目に視診及び触診が
含まれていたこともあり、従来どおり医師又は歯科医師の立ち会いが必要となっている。

乳がん検診について、検診項目が問診及び乳房エックス線検査（マンモグラフィ）のみとなり、視診及び触診
は推奨しないこととされた。

乳がんの集団検診（マンモグラフィ）を巡るこれまでの経緯

２



乳がんの集団検診（マンモグラフィ）の実施状況に関する調査の結果について

公立医療機関

公立以外の医療

機関
検診機関

検診車

検診車内訳

単独検診

セット検診

集団検診の実施場所

・調査方法
令和元年度における乳がん検診（マンモグラフィ
検査）の実施状況をアンケートにより調査

※健康局がん・疾病対策課、内閣府地方分権改革
推進室と連名で実施

・調査対象
全市区町村（回答率 90.2％：12月14日時点）

・調査期間

令和２年11月13日～12月９日

調査概要 集団検診の実施方法

※セット検診 … 医師が必要な他の検査（乳がん検診の視触診等）や検診
（子宮頸がん検診等）と同時に実施した件数（受診者数）

単独検診

セット検診

３



乳がんの集団検診（マンモグラフィ）の実施状況に関する調査の結果について

委託の有無

委託している

委託していない

集団検診の委託状況

委託先

公立医療機関

公立以外の医療機関

検診機関

都道府県医師会

地区医師会

その他

集団検診の実施経費

○総事業費

平均 約６，５５０千円

※諸経費を含む各市町村における乳がん検診（マンモグラフィ
検査）に係る事業費の年間総額（令和元年度決算額）

※「医師に係る人件費総額」に回答のあった市町村の平均金額

○うち医師に係る人件費（相当）額

平均 約１，３０８千円

※乳がん検診（マンモグラフィ検査）に係る立会医師の人件費
（委託の場合は人件費相当額）の年間総額

※「医師に係る人件費総額」に回答のあった市町村の平均金額

医師の人件費の割合

医師の人件費

その他事業費

４



○ 乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における乳房へのエックス線の照射については、
・ 平成28年以降は、乳がん検診についても、肺がん検診と同様、検診項目に視診及び触診は含まれていないこと
・ 乳がんマンモグラフィ検診を単独で実施している市区町村も多く、検診の実施回数を増加し、がん検診の受診率を向
上させる観点からは、医師の立ち会いなく乳がんマンモグラフィ検診を実施できるようにすることに対するニーズがあること

から、胸部エックス線検査と同様に、診療放射線技師が医師の立ち会いなく実施することを認めることとしてはどうか。

対応方針（案）

○ その際、胸部エックス線検査と同様、医療安全上の配慮から、診療放射線技師が医師の立ち会いなく乳房エックス線
検査を実施する場合は、以下の取組を行うことにより医療安全の確保を十分に図る必要があることについて、留意事項
として示すこととしてはどうか。

① 事前に責任医師の明確な指示を得ること

② 緊急時や必要時に医師に確認できる連絡体制の整備

③ 必要な機器・設備、撮影時や緊急時のマニュアルの整備

④ 機器の日常点検等の管理体制、従事者の教育・研修体制の整備

５



◆診療放射線技師法（昭和26年法律第226号）

（業務上の制限）
第二十六条 （略）
２ 診療放射線技師は、病院又は診療所以外の場所においてその業務を行つてはならない。ただし、次に掲げる場合

は、この限りでない。
一 （略）
二 多数の者の健康診断を一時に行う場合において、胸部エツクス線検査(コンピュータ断層撮影装置を用いた検
査を除く。)その他の厚生労働省令で定める検査のため百万電子ボルト未満のエネルギーを有するエツクス線を
照射するとき。

三 多数の者の健康診断を一時に行う場合において、医師又は歯科医師の立会いの下に百万電子ボルト未満のエネ
ルギーを有するエツクス線を照射するとき(前号に掲げる場合を除く。)。

◆診療放射線技師法施行規則（昭和26年厚生省令第33号）

（法第二十六条第二項第二号の厚生労働省令で定める検査）
第十五条の三 法第二十六条第二項第二号の厚生労働省令で定める検査は、胸部エツクス線検査(コンピュータ断層撮
影装置を用いたものを除く。)とする。

◆診療放射線技師法等の一部改正の施行について（平成26年６月25日付け厚生労働省医政局通知）

１ 改正の内容

（略）診療放射線技師に対し、医師又は歯科医師の立会いなしにエックス線の照射を行わせる場合には、医療安全
上の配慮が極めて重要であることから、以下のような取組を実施し、安全の確保を十分に図るものとすること。
① 事前に責任医師の明確な指示を得ること
② 緊急時や必要時に医師に確認できる連絡体制の整備
③ 必要な機器・設備、撮影時や緊急時のマニュアルの整備
④ 機器の日常点検等の管理体制、従事者の教育・研修体制の整備

（参考）参照条文

６


